
■ 

看
護
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
二
〇
二
五
年 

地
域
医
療
に
お
け
る
看

護
の
役
割

―

安
心
し
た
在
宅
生
活
を
支
え
る―

」

第
二
会
場

　
午
後
二
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
二
十
分
　

（
一
一
〇
分
）

【
企
画
趣
旨
】

　
昨
今
、
地
域
医
療
に
お
け
る
医
療
と
介
護

の
連
携
を
目
指
し
て
「
退
院
支
援
計
画
の
作

成
」「
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
の
医
療
支

援
」「
体
調
悪
化
に
よ
る
入
院
体
制
作
り
」
な

ど
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
棟
看
護
師
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
在
宅
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
病
院

と
在
宅
の
両
方
で
継
続
し
た
ケ
ア
提
供
が
で

き
る
よ
う
に
、
お
互
い
の
業
務
内
容
の
理
解

と
共
通
認
識
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
在
宅
復
帰
の
事
例
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
な
が
ら
今
後
の
課
題
や

問
題
点
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
座
　
長
】

　
海
藤
淑
子（
い
ず
み
記
念
病
院
）

　
立
花
エ
ミ
子（
信
愛
病
院
）

【
基
調
講
演
】

「
地
域
医
療
に
お
け
る
看
護
の
役
割
」

　
加
藤
　
公
恵
氏

　（
永
生
会
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】

「
病
棟
看
護
師
に
よ
る
在
宅
訪
問
の
試
み
」

　
小
谷
　
和
枝

　（
南
町
田
病
院
　
看
護
部
長
）

「『
地
域
で
緩
和
！
』を
目
指
し
て

　
　
　
　
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
在
宅
支
援
」

　
椎
橋
　
章
子
氏

　（
野
村
病
院
　
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

■ 

事
務
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
視
野
に

病
院
救
急
車
の
運
用

　―

平
成
立
石
病
院
の
取
り
組
み―

」

第
三
会
場

　
午
後
二
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分
　

（
六
〇
分
）

【
企
画
趣
旨
】

　
葛
飾
区
医
師
会
は
、
在
宅
で
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
る
区
民
が
病
院
で
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
区
内
病
院
が
保
有
す
る

病
院
救
急
車
を
利
用
し
て
区
内
の
医
療
機
関

に
搬
送
す
る
区
内
医
療
完
結
を
目
指
し
た

「
か
つ
し
か
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
搬
送
入
院

シ
ス
テ
ム
」の
運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
実
践
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
運
用
を
積
極
的
に

担
っ
て
い
る
平
成
立
石
病
院
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

　
今
後
、
本
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
東
京
消
防
庁
の
救
急
搬
送

体
制
の
負
担
軽
減
、
二
次
救
急
病
院
の
負
担

軽
減
と
高
齢
者
の
地
域
完
結
型
医
療
の
実
践

な
ど
多
く
の
波
及
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、こ
う
し
た
活
動
は
、診
療
所
と
の
連

携
や
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
取
り
組
み

に
も
大
き
く
か
か
わ
る
も
の
と
な
り
ま
す
の

で
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
る
病
院

や
地
域
に
は
大
い
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
座
　
長
】

　
田
野
倉
浩
治

　（
永
生
病
院
、事
務
管
理
部
会
部
会
長
）

【
講
　
師
】

　
長
谷
川
　
修
氏

　（
平
成
立
石
病
院
　
名
誉
院
長
）

■ 

急
性
期
医
療
委
員
会
企
画

「
東
京
の
防
災
体
制（
水
害
対
策
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
」

第
一
会
場

  
午
後
二
時
三
十
分
〜
午
後
四
時（
九
〇
分
）

【
企
画
趣
旨
】

　
現
状
の
災
害
時
の
医
療
提
供
体
制
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
地
震
の
場
合
を
想
定
し
て
お

り
、台
風
や
豪
雨
、高
潮
な
ど
水
害
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
知
見
を
有
し
て
い
ま

せ
ん
。今
回
は
、
東
京
都
で
は
ど
の
よ
う
な
水

害
が
発
生
す
る
の
か
、
基
本
的
な
知
識
を
得

る
た
め
の
講
演
会
と
し
ま
し
た
。

【
座
　
長
】

　
二
味
　
覚

　（
が
ん
研
有
明
病
院
、
急
性
期
医
療
委
員
会

委
員
）

【
講
　
師
】

　
土
屋
　
信
行
氏

　（
公
益
財
団
法
人
　
え
ど
が
わ
環
境
財
団

理
事
長
、「
首
都
水
没（
文
春
新
書
）」著
者
）

【
指
定
発
言
】 

　
齋
藤
　
實
氏
　

　（
危
機
管
理
勉
強
会「
齋
藤
塾
」塾
長
、

　
元
・
東
京
都
総
合
防
災
部
情
報
統
括
担
当

課
長
）

■ 

環
境
問
題
検
討
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
終
末
期
延
命
医
療
の
是
非
と

　
　
　
　
尊
厳
死
法
制
化
に
つ
い
て
」

第
四
会
場

　
午
後
二
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分
　

（
六
〇
分
）

【
企
画
趣
旨
】

　
地
球
環
境
に
調
和
し
た
医
療
活
動
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
人
間
の
生
き
方
・
死
に
方

を
根
源
的
に
問
い
な
が
ら
真
摯
な
議
論
が
重

要
で
す
。医
療
を
受
け
る
人
々
も
一
緒
に
医

療
の
あ
り
方
を
求
め
、
未
来
に
豊
か
な
地
球

環
境
と
よ
り
よ
い
医
療
を
残
す
た
め
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
人
の
意
志
に
よ
ら
な
い
延
命
治
療
や
終

末
期
医
療
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
は
、
当
委

員
会
の｢
医
療
か
ら
考
え
る
環
境
問
題｣

と
し

て
も
重
要
な
命
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
東
京
は
超
高
齢
化
が
急
激
に
進
ん

で
い
ま
す
。今
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か

ら
の
医
療
人
に
と
っ
て
さ
け
て
通
れ
な
い

テ
ー
マ
と
考
え
ま
す
。

【
座
　
長
】

　
篠
原
　
健
一

　（
河
北
総
合
病
院
、
環
境
問
題
検
討
委
員
会

委
員
長
代
理
）

【
講
　
師
】

　
鈴
木
　
裕
也
氏

　（
日
本
尊
厳
死
協
会
　
副
理
事
長
）

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
　
第
十
回
東
京
都
病
院
学
会

期
待
さ
れ
る
委
員
会
、

　
　
　
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ご
案
内
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一
、
は
じ
め
に

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
急
激
な
展
開
は
、
わ

が
国
の
医
療
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
殊
に
増
加
す
る
高

齢
者
の
医
療
・
介
護
提
供
体
制
を
充
実
し
、

体
系
化
し
て
い
く
こ
と
が
政
策
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
保
障
制
度
を
充
実

し
て
い
く
た
め
に
、
消
費
税
が
充
当
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
医
療
・
介
護

制
度
を
作
る
た
め
に
は
、
財
源
と
人
材
の
確

保
が
論
点
と
な
る
。

　

国
の
こ
う
し
た
制
度
改
革
は
、
当
然
、
地

域
に
波
及
す
る
。
本
年
は
医
療
介
護
総
合
確

保
推
進
法
が
成
立
し
、
ま
た
各
医
療
機
関
が

自
ら
行
う
べ
き
と
考
え
る
診
療
内
容
を
反
映

す
る
病
床
機
能
の
報
告
制
度
が
始
ま
っ
た
。

併
せ
て
来
年
度
に
は
、
都
道
府
県
が
地
域
医

療
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
策
定
さ
れ
、
地
域

医
療
が
再
定
義
さ
れ
る
。
介
護
制
度
も
在
宅

医
療
の
展
開
の
な
か
で
地
域
で
の
医
療
と
の

連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
病
床
機

能
報
告
制
度
に
よ
り
医
療
機
関
か
ら
届
け
出

ら
れ
た
病
床
種
別
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る

診
療
内
容
と
異
な
る
場
合
、
知
事
は
公
的
病

院
に
対
し
て
是
正
に
向
け
て
の
命
令
・
指
示

が
で
き
る
な
ど
の
権
限
の
強
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
に

東
京
都
病
院
協
会
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で

発
表
し
た
も
の
を
基
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
医
療
・
介
護
政
策
の
論
点
と
課
題

（
一
）
医
療
・
介
護
を
含
む

　
　 

　 

　
　
　 

　
　
社
会
保
障
費
の
財
源

　

国
民
医
療
費
は
四
十
兆
円
の
大
台
に
達
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
介
護
と
て
同
様
に
九
兆

円
余
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
税
や
国
債
と

い
っ
た
公
費
を
投
入
し
て
、
医
療
・
介
護
制

度
の
維
持
に
腐
心
し
て
い
る
。
実
際
に
医
療

費
の
三
十
八
％
、
介
護
費
の
六
十
％
近
く
は

こ
う
し
た
公
費
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。
も

は
や
、
日
本
の
医
療
制
度
や
介
護
制
度
は
、

公
的
保
険
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
す
る

教
科
書
的
な
解
答
は
怪
し
く
な
り
、
保
険
と

税
（
国
債
も
含
む
）
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
混
合
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
技
術
の
進
歩
と
高
齢
化
な
ど
の
要
因

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
伸
び
る
医
療
・
介
護

費
を
ど
の
よ
う
に
工
面
す
る
か
は
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
消
費
税
を
社
会
保
障
に
充
当
す

る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、
消
費
税
の

み
に
頼
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
。
相
続
税
、

東
京
に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
政
策
提
言

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院　

医
歯
学
総
合
研
究
科

医
歯
学
系
専
攻　

環
境
社
会
医
歯
学
講
座　

政
策
科
学
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
授　
　

河
原　

和
夫 

氏

所
得
税
、
固
定
資
産
税
、
法
人
税
な
ど
の
他

の
税
源
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
寄
付
金
と

税
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
見
直
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
費
の
給
付
抑
制
も
必
要

で
あ
る
。
た
と
え
ば
医
療
費
の
自
己
負
担
額

の
見
直
し
に
よ
り
、
七
十
歳
以
上
の
自
己
負

担
額
を
一
割
か
ら
二
割
に
変
更
さ
れ
た
。

元
々
、
法
律
上
は
二
割
の
自
己
負
担
が
決

ま
っ
て
い
た
が
、
歴
代
政
権
が
高
齢
者
層
の

批
判
を
恐
れ
て
減
免
措
置
を
講
じ
た
た
め
一

割
負
担
に
な
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
シ
ル

バ
ー
民
主
主
義
を
恐
れ
て
世
代
間
の
不
公
平

を
助
長
し
た
顕
著
な
例
と
い
え
よ
う
。

　

共
済
組
合
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
比
較
的

若
年
者
が
多
く
財
政
的
に
も
支
出
能
力
が
あ

る
保
険
者
か
ら
、
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
財

政
的
に
厳
し
い
保
険
者
に
対
す
る
財
政
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
来
、
こ
う
し
た
所
得

転
移
機
能
あ
る
い
は
所
得
再
配
分
機
能
は
、

税
が
有
す
る
機
能
で
税
制
度
を
通
し
て
行
う

べ
き
で
あ
る
。
混
合
診
療
も
も
っ
と
真
剣
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
全
体
と
し
て

は
、
保
険
料
、
自
己
負
担
、
公
費
の
内
容
と

構
成
割
合
の
見
直
し
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
二
）
医
療
・
介
護
従
事
者
の
確
保

　

厚
生
労
働
省
は
、
医
療
・
福
祉
を
一
大
産

業
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
理
由

は
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
医
療
・
福
祉
需
要

は
右
肩
上
が
り
で
増
大
し
、
そ
れ
を
支
え
る

た
め
に
こ
れ
ら
の
領
域
で
就
労
す
る
人
々
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
二
〇
一
二
年

時
点
よ
り
二
百
二
万
人
の
雇
用
を
吸
収
し
て

九
百
八
万
人
が
働
く
最
大
産
業
に
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
い
と
い
け

な
い
の
は
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
産
業
を
除

く
医
療
福
祉
従
事
者
の
一
人
当
た
り
の
平
均

売
上
額
は
、
約
五
百
万
円
で
あ
る
こ
と
。
産

業
平
均
で
約
三
千
万
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
か
な
り
低
い
額
で
あ
る
。
し
か
も
、
公

費
が
投
入
さ
れ
維
持
さ
れ
て
い
る
の
が
医
療

福
祉
で
あ
る
。
加
え
て
、
日
本
国
内
の
み
に

展
開
す
る
非
貿
易
財
で
あ
る
の
が
医
療
福
祉

で
あ
る
。
一
般
の
輸
出
産
業
の
よ
う
に
海
外

の
富
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
に
九

百
八
万
人
が
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
ま

す
ま
す
公
費
投
入
分
が
増
大
す
る
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
【
表
一
】
に
示
す
よ
う
に
、

大
学
等
に
進
学
す
る
十
八
歳
人
口
は
約
百
二

十
三
万
人
で
あ
る
。
一
方
、
医
学
部
を
は
じ
め

と
す
る
七
つ
の
医
療
系
の
学
部
等
（
専
門
学

校
も
含
む
）
の
一
学
年
の
定
員
は
約
十
三
万

人
で
あ
る
。
今
で
も
こ
れ
ら
七
学
部
等
を
充

足
す
る
に
は
、
十
八
歳
人
口
の
約
十
人
に
一
人

強
が
進
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
く

は
、
欠
員
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
医
療・介
護
は
、

こ
れ
ら
七
学
部
等
の
卒
業
生
の
み
で
支
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
事
務
、
介
護
福
祉

士
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
他
の
職
種
の
協
力
の
下
、

運
営
さ
れ
て
い
る
。
出
生
数
減
少
と
相
俟
っ

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の

数
人
に
一
人
は
医
療
・
介
護
系
の
職
に
就
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

少
な
い
出
生
人
口
の
将
来
の
就
業
先
と
し

て
医
療
・
介
護
系
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
は
、

自
動
車
、
化
学
、
商
社
な
ど
の
生
産
性
が
高

い
産
業
か
ら
人
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
外
貨
を
稼
ぎ
、
国
の
富
を
増
や
す
産

業
や
優
秀
な
研
究
者
や
官
僚
を
増
や
す
た
め

に
大
学
・
研
究
所
、
官
庁
に
も
人
を
配
属
し

な
け
れ
ば
、
こ
の
国
自
体
が
貧
困
化
す
る
。

公
費
を
投
入
し
維
持
し
て
い
る
生
産
性
が
低

い
現
在
の
医
療
・
福
祉
を
一
大
産
業
と
す
る

こ
と
は
、所
詮
無
理
な
話
で
あ
る
。
し
た
が
っ

【
特
別
寄
稿
】

河原　和夫 氏

て
、
現
在
の
医
療
・
介
護
の
生
産
性
や
出
生

数
か
ら
す
れ
ば
、
医
療
・
介
護
従
事
者
を
今

以
上
に
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

医
療
・
介
護
に
つ
い
て
は
、
経
営
環
境
の

厳
し
さ
や
慢
性
的
な
人
手
不
足
な
ど
か
ら
、

こ
れ
以
上
の
資
本
と
労
働
の
投
入
は
望
め
な

い
。
資
本
や
労
働
投
入
に
よ
る
生
産
性
向
上

が
望
め
な
い
と
す
れ
ば
、
技
術
革
新
や
業
務

効
率
化
、
規
制
緩
和
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、

そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
な
ど
の
創
出
を
通
じ

た
生
産
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
〝
全
要
素
生
産
性
〞
の
向
上
で
あ
る
。
医

療
・
介
護
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。
数
年
前
の
〝
地
域
医
療
再
生
基
金
〞

の
政
策
効
果
は
あ
っ
た
の
か
？
評
価
自
体
が

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
資

本
や
労
働
投
入
と
し
て
施
設
の
新
設
や
改

修
、
人
の
雇
用
に
投
資
さ
れ
た
こ
の
基
金
が

効
果
を
上
げ
て
い
な
い
な
ら
、
消
費
税
を
用

い
た
今
回
の
〝
基
金
〞
は
、
資
本
や
労
働
投

入
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
。
全
要
素
生
産
性

の
向
上
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
し

て
、
そ
れ
に
使
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

表一　主な医療系学部の入学定員
学部あるいは職種 定員

医学部
歯学部
薬学部（6年制）
看護師
准看護師
理学療法士
作業療法士
診療放射線技師
合計
18歳人口 （平成24年 10月 1日）

       9,041 名
       2,440 名
     11,550 名
     64,622 名
     11,855 名
     13,500 名
     13,000 名以上
       1,687 名以上
   127,695 名＋α
1,234,000 名

（平成 25年度）
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三
、
東
京
都
の
医
療
現
状
と
将
来

（
一
）
二
次
医
療
圏
を
越
え
た
患
者
移
動

　
二
次
医
療
圏
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能

は
、
日
常
生
活
で
生
じ
る
ほ
と
ん
ど
の
医
療

需
要
に
対
し
て
圏
域
内
の
医
療
機
関
に
よ
り

十
分
な
医
療
供
給
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
な

け
れ
ば
、
当
該
医
療
圏
か
ら
の
患
者
流
出
は

生
じ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
先
行
研
究
の
手
法
を
用
い
て
、

患
者
の
住
所
地
が
あ
る
医
療
圏
か
ら
他
の
医

療
圏
に
所
在
す
る
医
療
施
設
に
患
者
が
流
出

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
移
動
選
好
指
数

（M
PI;M

igration Preference Index

）

を
用
い
て
分
析
し
た
。（
注
一
）
ま
た
、
患

者
移
動
は
東
京
都
内
の
移
動
の
み
と
し
た
。

患
者
住
所
地
か
ら
他
の
医
療
圏
に
あ
る
医
療

施
設
へ
の
流
出
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、

厚
生
労
働
省
の
患
者
調
査
を
参
考
に
し
た
。

そ
の
結
果
、M

PI

が
百
以
内
で
あ
る
医
療
圏

は
、
当
該
医
療
圏
で
医
療
の
需
給
が
完
結
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、
移

動
期
待
値
が
百
の
場
合
、
実
際
の
移
動
患
者

と
移
動
期
待
値
が
等
し
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　【
表
二
】
の
よ
う
に
、
区
南
部
医
療
圏
に

居
住
す
る
患
者
が
区
中
央
部
医
療
圏
に
あ
る

医
療
機
関
に
入
院
す
る
状
況
をM

PI

で
示
す

と
、M

PI
＝
二
百
八
十
八
と
な
る
。M

PI

＝

百
が
移
動
期
待
値
で
あ
る
の
で
、
区
南
部
医

療
圏
に
居
住
す
る
患
者
は
、
予
想
の
二
・
八

八
倍
の
入
院
が
区
中
央
部
医
療
圏
に
あ
る
医

療
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
医

療
圏
を
見
て
も
圏
域
を
越
え
た
患
者
移
動
は

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
交
通
機
関
が
発
達

し
て
い
る
こ
と
も
こ
う
し
た
移
動
を
助
長
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
京
都
に
限
ら

ず
、
二
次
医
療
圏
で
医
療
提
供
の
基
本
を
考

え
る
こ
と
の
今
日
的
意
義
は
、
も
は
や
失
わ

れ
て
い
る
。

（
二
）
東
京
都
の
医
療
の
将
来
像

　
東
京
都
は
人
口
の
社
会
移
動
に
よ
り
、
全

国
よ
り
若
年
人
口
を
吸
収
し
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
は
人
口
の
高
齢
化
が
一
気
に

進
む
こ
と
に
な
る
。

　【
図
一
】
と
【
図
二
】
は
地
方
の
県
の
一

つ
と
し
て
富
山
県
を
挙
げ
、
東
京
都
と
対
比

し
て
い
る
。
富
山
県
を
は
じ
め
と
す
る
地
方

の
道
県
で
は
、
入
院
患
者
数
は
二
〇
三
〇
年

を
ピ
ー
ク
と
し
て
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ

る
。
外
来
患
者
数
は
今
後
一
貫
し
て
減
少
し

て
い
く
。
東
京
都
は
【
図
二
】
の
よ
う
に
入

院
お
よ
び
外
来
患
者
が
二
〇
四
〇
年
に
至
る

ま
で
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
く
。

　
東
京
都
の
医
療
を
考
え
る
と
き
、
全
国
平

均
の
国
の
通
知
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に

沿
っ
た
形
で
検
討
を
進
め
る
と
現
実
と
乖
離

す
る
結
果
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
東
京
都
と

し
て
は
、
都
独
自
の
人
口
動
態
や
医
療
提
供

体
制
を
精
査
・
同
定
し
、
対
策
を
講
じ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
年
齢
階
級
別
の
入
院
お
よ
び
外
来
患
者
数

は
、
両
者
と
も
六
十
〜
七
十
四
歳
の
年
齢
層

が
増
加
す
る
。
全
国
を
見
れ
ば
、
多
く
の
道

府
県
で
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
患

者
数
が
増
大
す
る
の
に
対
し
て
、
東
京
で
は

高
齢
化
の
波
は
確
実
に
到
達
す
る
も
の
の
地

方
よ
り
遅
れ
て
高
齢
化
が
進
む
た
め
、
当
面

は
前
期
高
齢
者
層
の
患
者
が
増
加
す
る
。

四
、
ま
と
め

（
一
）
医
療
・
介
護
財
源
と
人
材
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
急
激
な
展
開
は
、
わ

が
国
の
医
療
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
殊
に
増
加
す
る
高

齢
者
の
医
療
・
介
護
提
供
体
制
を
充
実
し
、

体
系
化
し
て
い
く
こ
と
が
政
策
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
保
障
制
度
を
充
実

し
て
い
く
た
め
に
、
消
費
税
が
充
当
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
医
療
・
介
護

制
度
を
作
る
た
め
に
は
、
財
源
と
人
材
の
確

保
が
論
点
と
な
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

筆
者
は
財
源
の
確
保
よ
り
人
材
の
確
保
の
方

が
困
難
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
人
材
に
つ
い
て
は
、
単
に
医
療
・
介
護
分

野
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
全

体
で
産
業
や
職
種
ご
と
の
人
材
配
分
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
医
療
・
介
護
に
限
ら
ず
海

外
人
材
の
雇
用
に
向
き
合
う
べ
き
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
も
医
療
・
介
護
分
野
で

人
材
の
独
占
は
許
さ
れ
な
い
し
、
で
き
る
状

況
で
も
な
い
。
一
億
人
の
人
口
を
維
持
す
る

た
め
に
出
生
率
を
二
・
〇
七
に
引
き
上
げ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
現

在
の
人
口
減
少
を
勘
案
す
る
と
、
今
か
ら
毎

年
移
民
を
五
十
〜
六
十
万
人
受
け
入
れ
な
い

主傷病外来患者数の推移主傷病入院患者数の推移
図一　富山県の主傷病推計患者数の推移

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年2040年2015年 2020年 2025年 2030年 2035年2040年
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主傷病入院患者数の推移 主傷病外来患者数の推移
図二　東京都の主傷病推計患者数の推移

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年2040年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年2040年

840

820

800

780

760

740

720

700

680

660

150.0

145.0

140.0

135.0

130.0

125.0

120.0

115.0

千
人千

人

区中央部

288
314
306
350
760
759
0
49
110
131
173
0

区中央部
区南部
区西南部
区西部
区西北部
区東北部
区東部
西多摩部
南多摩部
北多摩西部
北多摩南部
北多摩北部
島しょ

患者所在地

72

244
0
27
0
54
0
0
0
0
0
0

区南部
251
292

330
95
37
93
0
66
74
176
58

1,088

区西南部
183
47
330

207
71
91
0
32
72
129
114
0

区西部
140
54
47
184

102
52
0
0
0
25
65
0

区西北部
163
42
0
36
61

202
0
0
0
0
0
0

区東北部
276
0
0
45
26
161

0
0
0
0
0
0

区東部
134
104
272
265
152
78
100

212
793
189
125
0

西多摩
98
152
264
161
55
57
109
141

231
240
91
0

南多摩
0
0
0
72
0
0
0

317
173

154
306
0

北多摩西部
65
51
220
258
74
38
49
94
171
386

303
0

北多摩南部
86
67
58
114
163
50
64
125
91
408
182

0

北多摩北部 島しょ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

施設住所地

表二　東京都の二次医療圏の入院患者流出入
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と
人
口
は
維
持
で
き
な
い
。

　

財
政
的
な
支
援
と
し
て
、
消
費
税
の
税
率

ア
ッ
プ
に
よ
り
得
ら
れ
た
税
収
を
医
療
・
介

護
を
含
め
た
社
会
保
障
に
回
す
こ
と
が
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
基
金
で
あ
る
。

こ
れ
を
用
い
て
地
域
の
医
療
機
関
の
整
備
、

在
宅
医
療
の
提
供
、
介
護
施
設
等
の
整
備
、

医
療
・
介
護
従
事
者
の
確
保
な
ど
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
基
金

に
つ
い
て
は
全
要
素
生
産
性
を
高
め
る
領
域

に
投
資
す
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
前
回
の
地

域
医
療
再
生
基
金
の
政
策
効
果
の
検
証
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
二
）
医
療
計
画
か
ら
地
域
医
療
構
想
へ

　

本
年
は
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
が
成

立
し
、
ま
た
各
医
療
機
関
が
自
ら
行
う
べ
き

と
考
え
る
診
療
内
容
を
反
映
す
る
病
床
機
能

の
報
告
制
度
が
始
ま
っ
た
。
併
せ
て
来
年
度

に
は
、都
道
府
県
で
地
域
医
療
構
想
（
ビ
ジ
ョ

ン
）
が
策
定
さ
れ
、
地
域
医
療
が
再
定
義
さ

れ
る
。
介
護
制
度
も
在
宅
医
療
の
展
開
の
な

か
で
地
域
で
の
医
療
と
の
連
携
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
病
床
機
能
報
告
制
度
に
よ

り
医
療
機
関
か
ら
届
け
出
ら
れ
た
病
床
種
別

が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
診
療
内
容
と
異
な

る
場
合
、
知
事
は
公
的
病
院
に
対
し
て
是
正

に
向
け
て
命
令
・
指
示
が
で
き
る
な
ど
の
権

限
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
医
療
構
想
は
医
療
計
画
の
一
部
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
医
療
計
画
は
五
年
間

の
医
療
需
給
計
画
で
あ
る
の
に
、
策
定
は
計

画
が
始
ま
る
二
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
り
、
し

か
も
そ
の
時
点
の
医
療
デ
ー
タ
を
用
い
た
過

去
を
見
つ
め
た
計
画
で
あ
る
。
本
来
、
計
画

と
い
う
も
の
は
、
医
療
計
画
が
五
年
間
の
計

画
と
す
れ
ば
五
年
後
の
計
画
の
終
了
年
に
至

る
ま
で
の
毎
年
の
医
療
需
給
量
を
算
定
し
て

対
策
を
講
じ
る
前
向
き
の
も
の
で
あ
る
べ
き

な
の
に
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

地
域
医
療
構
想
は
二
〇
二
五
年
を
最
終
年

と
す
る
医
療
需
給
量
を
明
記
す
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
医
療
計
画
よ
り
体
裁
が

整
っ
て
い
る
。
二
次
医
療
圏
が
機
能
し
て
い

な
い
今
日
、
医
療
計
画
は
廃
止
し
て
地
域
医

療
構
想
に
よ
る
需
給
量
の
算
定
を
精
緻
に
行

う
だ
け
で
十
分
と
考
え
る
。
日
本
の
社
会
の

中
で
も
、
行
政
が
絡
む
領
域
は
新
た
な
政
策

が
採
用
さ
れ
る
と
そ
れ
に
伴
い
関
係
者
の
仕

事
量
が
増
大
す
る
。「
行
政
が
新
た
な
政
策

を
行
う
と
き
、
仕
事
量
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
は

必
ず
増
大
す
る
。」
今
ま
で
の
古
い
政
策
の

仕
事
ま
で
引
き
ず
ら
れ
て
残
り
、
結
果
と
し

て
社
会
全
体
の
仕
事
量
が
増
大
す
る
。
人
口

減
少
社
会
で
は
担
当
者
も
併
せ
て
減
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
仕
事
量
を
減
ら
す
行
政

や
政
策
展
開
が
で
き
る
官
僚
が
、
真
の
政
策

官
僚
と
言
え
よ
う
。

　

地
域
医
療
構
想
を
策
定
す
る
際
に
、
関
係

者
に
よ
り
〝
協
議
の
場
〞
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
二
次
医
療
圏
な
ど
を
単

位
と
し
て
設
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
東
京
都

に
限
ら
ず
全
国
的
に
患
者
の
圏
域
間
移
動
が

生
じ
、
疾
病
ご
と
に
現
実
に
は
医
療
圏
が
異

な
る
こ
と
等
を
考
え
れ
ば
、
東
京
都
全
域
を

視
野
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、
二

次
医
療
圏
ご
と
の
協
議
に
拘
泥
す
る
な
ら
、

少
な
く
と
も
東
京
都
の
す
べ
て
の
医
療
圏
、

特
に
二
十
三
区
部
の
医
療
圏
は
、
中
央
区
、

港
区
、
文
京
区
、
新
宿
区
な
ど
の
医
療
施
設

が
多
く
立
地
し
て
い
る
地
域
を
取
り
込
む
形

（
集
合
の
重
な
り
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
）
で

既
存
の
二
次
医
療
圏
を
修
正
し
た
〝
補
正
二

次
医
療
圏
〞
な
る
概
念
を
作
り
、
検
討
し
な

け
れ
ば
協
議
す
ら
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

東
京
都
の
患
者
数
は
他
県
と
異
な
り
今
後

と
も
増
え
続
け
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
周
辺
県
と
の
患
者
流
出
入
の
実
態
を

把
握
し
て
東
京
都
単
独
で
は
な
く
よ
り
広
域

的
な
施
設
連
携
や
機
能
分
化
、
人
材
の
広
域

移
動
を
考
慮
し
た
〝
首
都
圏
〞
と
し
て
医
療

提
供
体
制
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

今
回
の
医
療
制
度
改
革
は
、『
行
政
や
地

域
の
医
療
・
介
護
従
事
者
自
身
が
ど
の
よ
う

な
理
念
を
持
っ
て
地
域
医
療
・
介
護
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
政
策
や
事
業
を
進
め
て
い
く
の

か
？
』
と
言
う
問
い
を
投
げ
か
け
た
も
の
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
の
絵
に
描
い
た
よ
う
な
改

革
も
、
推
進
に
あ
た
り
様
々
な
問
題
が
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
三
）
医
療
産
業

　

厚
生
労
働
省
は
医
療
・
福
祉
を
一
大
産
業

に
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
実
的
に
考
え
る

と
、
ま
ず
は
医
薬
品
・
医
療
機
器
産
業
の
建

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
貿
易
収

支
は
、
二
兆
五
千
億
円
の
輸
入
超
過
と
な
っ

て
い
る
。
製
薬
企
業
が
世
界
で
生
き
残
る
た

め
に
は
、
世
界
で
売
上
高
十
位
以
内
、
市
場

占
有
率
五
％
以
上
、
研
究
開
発
投
資
に
毎
年

二
十
億
ド
ル
投
資
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「
タ
ケ
ダ
」
で
さ
え
世
界
十
六
位
あ
た
り
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
国
内
企
業
は
、
二
十
位

以
下
で
あ
る
。
し
か
も
企
業
数
が
多
い
。
産

業
連
関
表
を
作
成
し
て
計
算
す
る
と
、
医
薬

品
・
医
療
機
器
産
業
が
一
兆
円
の
経
済
規
模

だ
と
す
る
と
、
周
辺
の
下
請
け
や
運
輸
・
倉

庫
な
ど
の
関
連
産
業
を
す
べ
て
あ
わ
せ
た
波

及
効
果
は
二
兆
六
千
億
円
と
な
る
。i-PS

細

胞
な
ど
を
用
い
る
先
端
分
野
を
含
め
て
産
業

育
成
を
国
策
と
し
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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